
 

【
作
者
】
杜
甫
（
七
一
二
～
七
七
〇
年
）
・
盛
唐
の
詩
人
。
字
は
子
美
。
居
処
に
よ
っ
て
、
少
陵
と
号
す
る
。
工
部
員
外
郎
と
い
う
官
職
か
ら
、
工
部
と
呼
ぶ
。
晩
唐
の
杜
牧
に

対
し
て
、
老
杜
と
呼
ぶ
。
さ
ら
に
後
世
、
詩
聖
と
称
え
る
。
鞏
県
（
現
・
河
南
省
）
の
人
。
官
に
志
す
が
容
（
い
）
れ
ら
れ
ず
、
安
禄
山
の
乱
や
そ
の
後
の
諸
乱
に
遭
っ
て
、

流
浪
の
一
生
を
送
っ
た
。
そ
の
た
め
、
詩
風
は
時
期
に
よ
っ
て
複
雑
な
感
情
を
込
め
た
悲
痛
な
社
会
描
写
の
も
の
に
な
る
。 

【語
釈
】＊
貧
交
行…

貧
し
い
時
代
の
交
友
の
歌
。 

＊
紛
紛…

乱
れ
散
る
さ
ま
。
混
じ
り
乱
れ
る
さ
ま
。  

＊
輕
薄…

う
わ
す
べ
り
で
、
真
心
が
な
い
。 

＊
管
鮑…

春
秋
時
代
の
管
仲
（か
ん
ち
ゅ
う
）と
鮑
叔
牙
（ほ
う
し
ゅ
く
が
）の
こ
と
で
、 

【
通
釈
】手
を
ひ
る
が
え
せ
ば
雲
と
な
り
、
手
を
く
つ
が
え
せ
ば
雨
と
な
る
。
（
情
況
に
合
わ
せ
て
、
態
度
を
こ
ろ
こ
ろ
と
変
え
る
友
人
た
ち
の
さ
ま
を
謂
う
。
）
入
り
乱
れ
る

数
多
く
の
軽
薄
な
さ
ま
は
、
数
え
る
必
要
も
な
い
。
ご
存
じ
で
し
ょ
う
、
管
仲
と
鮑
叔
牙
の
貧
し
い
時
代
の
交
わ
り
を
。
こ
の
交
友
の
精
神
は
、
現
在
の
人
々
は
土
く

れ
の
よ
う
に
棄
て
て
し
ま
っ
た
。 

【備
考
】◎
管
仲
・・・斉
の
宰
相
。
安
徽
省
の
人
。
親
友
鮑
叔
牙
の
勧
め
で
桓
公
に
仕
え
、
斉
を
強
国
と
し
た
人
物
。 

◎
鮑
叔
牙
・・・春
秋
時
代
の
斉(

せ
い)

の
政
治
家
。
斉
の
桓
公
に
仕
え
、
友
人
の
管
仲
を
宰
相
に
推
薦
し
て
、
桓
公
の
覇
道
を
達
成
さ
せ
た
。 


